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論文内容要旨 
 
Accuracy of the differential diagnosis of colorectal serrated 
polyps using aconventional endscope:a prospective study 
（通常内視鏡を用いた大腸鋸歯状病変の鑑別診断能の検討） 
 






鏡による鋸歯状病変、特に Sessile serrated adenoma/polyp (SSA/P)の
正診率は低いと報告されている。本研究では、粘膜陰窩の形態と内視鏡所
見の組み合わせによる鋸歯状病変の鑑別診断能について検討した。【方法】
2007 年 4 月から 2010 年 12 月までに昭和大学病院で大腸ポリープに対す
る内視鏡治療を施行した 457 人の患者を前向きに検討した．内視鏡治療前
に粘膜陰窩の形態を過形成性，腺腫性，混合型の 3種類に分類し，過形成
性を呈する病変は SSA/Pまたは Hyperplastic polyp (HP)，腺腫性を呈す
る病変は通常型腺腫，腺腫性を呈する病変のうち松毬様の形態を伴う病変
と混合型を呈する病変は Traditional serrated adenoma (TSA)と診断し
た．さらに，過形成性を呈する病変のうち，右側結腸の 6mm 以上の病変，
左側結腸の 10mm 以上の病変を SSA/P と診断した．以上の内視鏡診断によ
る鑑別診断能について解析を行った。尚、良性の病変と Mixed serrated 
polyp (MSP)は解析から除外した。【結果】457人から内視鏡的に切除した
1190病変のうち，良性の病変と MSP を除外した 1151病変を検討した．117
病変が SSA/P または HP，998 病変が通常型腺腫，36 病変が TSA と診断さ
れ，それぞれの正診率は，94.7%，94.1%，97.3%であった．また，粘膜陰
窩の形態から SSA/P または HPと診断された 117 病変のうち，59病変が占
拠部位と大きさにより SSA/P と診断され，正診率は 70.9%であった．【考
察】通常内視鏡を用いた粘膜陰窩の形態と内視鏡所見を組み合わせた診断
は，鋸歯状病変の鑑別に有用と考えられた． 
